
（別紙３）

～ 2024年　11月　30日

（対象者数） 19 （回答者数）
14

～ 2024年　11月　30日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

「楽しい！」「できた！」という成功体験を積み重ねること

で、「自分にはこんなことができる」という自信と意欲を育

んでいます。こうした経験を通して、子どもたちがさまざま

なことに挑戦できる力を身につけられるよう支援している。

2

「そらまめ活動」に関しては、子どもと保護者を対象にアン

ケートを実施し、好評だった活動や今後やってみたい活動を

把握するよう努めている。また、一人ひとりの特性に応じて

「自分で考えて行動する力」を育めるよう、スタッフが一緒

に考えながら、できることを少しずつ増やしていけるよう支

援している。

3

ご家族のご要望に応じて、関係機関等への支援内容の引き継

ぎを適切に行い、継続的な支援が途切れないよう努めてる。

また、保護者支援の質をさらに高めていくため、今後も勉強

会や研修会の内容を充実させていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

地域の公園や広場など、屋外の公共スペースを活用し、身体

を動かす活動を積極的に取り入れていく。

室内では、個別に落ち着いて過ごせる「クールダウンスペー

ス」や、「秘密基地」のような安心できるスペースを設け、

利用者が安心して過ごせる環境づくりに努めていく。

2

他児や複数のスタッフと関わる交流の機会を意図的に増や

し、コミュニケーションの幅を広げていきたいと考えていま

す。活動の終わりには振り返りの時間を設け、気持ちの整理

や学びの共有を行えるようする。また、室内でも取り入れや

すい軽運動やストレッチを新たなプログラムとして検討し、

体を動かす機会の充実を図る。

3

保護者様が気になる点やご質問について、いつでもご相談い

ただける環境づくりに努める。スタッフ一同、迅速かつ丁寧

な対応を心がけており、保護者様とのコミュニケーションを

大切にする。定期的な面談を実施し、お子様の状況や進捗を

しっかりとお伝えする。課題やご家庭での対応についてもご

相談をお受けしていく。送迎時や通所の際など、日々の中で

気軽に相談できる場を設けていく。

一人ひとりの「やってみたい！」「挑戦したい！」「一緒に遊

びたい！」という気持ちを大切にし、遊びやさまざまな活動を

通じて、子ども同士の関わりを丁寧にサポートしている。

発達支援に理解のあるスタッフが常勤し、温かく安心できる雰

囲気づくりを心がけている。子どもたちがリラックスして過ご

せる「居場所」としての環境を大切にしています。

活動プログラムはスタッフがチームで話し合いながら立案して

おり、子どもたちが遊びや日々の体験を通して自然に学びを深

められるよう工夫している。時間や空間の使い方にも配慮し、

視覚的にわかりやすく示すことで、安心して過ごせる環境づく

りを行っている。

活動プログラムが固定化しないよう、子どもたちの様子や興味

に応じて柔軟に内容を調整している。活動スケジュールの掲示

では、まず見本を提示してから説明を行い、子どもたちの興味

や関心を引き出せるよう意識している。

定期的な面談の実施に加え、毎回の療育後には保護者様とお話

しする機会を設け、共感的な支援を心がけている。また、関係

機関と連携しながら、ご家族を多方面から支える支援を行って

いる。

保護者様の困りごとやご相談を丁寧にお伺いするため、必要に

応じて時間を設け、電話やメールなど柔軟な方法で対応してい

る。

保護者様に対する面談や、家庭内での療育的なアドバイスに関

する自己評価が低く、課題として認識している。

限られた時間内では、お子様の全ての状況や療育の進捗を十分

にお伝えすることが難しく、保護者様のニーズを的確に把握し

きれていない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

「集団での活動時にスペースがやや狭く感じられる」との意見

あり。

現在の施設スペースは限られており、その中で十分に有効活用

できていない点が課題である。

他児やさまざまなスタッフと関わる機会が少ないこと、室内で

行える軽運動やストレッチの機会が少ないこと、また活動や気

持ちを振り返る時間が十分に設けられていない点が課題として

挙げられる。

日々の活動内容が固定化しないよう工夫していたものの、結果

的に活動に偏りが生じてしまった。
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